
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 システムイノベーションセンター
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開催日時 2026年 3 月 6 日（金） 11:00～12:00 
開催場所 東京都新宿区西新宿６丁目１２−３９ ダイワロイネットホテル西新宿 会議室 

                  および、オンライン出席を併用 

議案書 





議 題 

1) 2026 年度 SIC 役員の体制の件 【報告事項：第 1号議案】 p.2

2) 2025 年度 事業報告及び決算の承認の件 【普通決議事項：第 2号議案】 p.3

（含：2025 年度監査報告）

添付資料 

2a) 2025年度事業報告 p.3

2b) 2025年度決算書     p.7 

2c) 決算報告書(貸借対照表)   p.8 

2d) 決算報告書(正味財産計算書)   p.9 

2e) 決算報告書(附属明細書)  p.11

2f) 監査報告書 p.12

3) 2026 年度事業計画及び予算の報告の件 【報告事項：第 3 号議案】 p.14

添付資料 

3a) 2026 年度事業計画 p.14

3b) 2026 年度予算書 p.17

4) SIC 戦略提言発出を含む対外活動活性化の件   【協議事項】 p.18

（附１） システムイノベーションセンター 2026年度現況  p.19

a1) 会員の状況    p.19 

a2) 正会員、準会員   p.19 

a3) 学術協議会      p.20 

a4) 実行委員会   p.22 

（附２） システムイノベーションセンター 2025年度活動の記録   p.23 

a5) SIC 第 3 次(2025 年度～2027 年度)中期計画 

a6) 「第２回システム人交流会―豊かな社会を協創するシステムへー」 

開催報告 

a7) 「SIC シンポジウム 2025 日本をシステムから考える」開催報告 

a8) 「第３回ＳＩＣ経営者研修講座」開催報告 
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2025年度 SIC定時社員総会（2026年3月6日）

【報告事項 第１号議案】： 2026年度SIC役員の体制の件 

 下記、SIC役員（理事・監事）は、全員、2025年3月14日開催の 2024年度定時社員総会に

て、2025年度よりの２年間の任期により選出されており、2026年度も引き続き職務を担うこと

を報告する。 

⼀般社団法⼈システムイノベーションセンター  2026年度役員（理事・監事） 
2024年度総会にて選出 

選任区分 ⽒名 所属 役職等 

1 代表理事・セン
ター⻑ 浦川 伸⼀ 株式会社スカイエージ / 株式会 

社スカイエージネクスト 代表取締役 

2 業務執⾏理事・
実⾏委員⻑ 松本  隆明 元 独⽴⾏政法 ⼈情報処理推進

機構 元 顧問 

3 理事・学術協議
会主査

藤⽥ 政之 金沢工業大学 

東京工業大学

教授 

名誉教授

4 理事 ⻘⼭ 和浩 東京⼤学⼤学院 ⼯学系研究科・⼈⼯物⼯学
研究センター 教授 

5 理事 遠藤 薫 学習院⼤学 名誉教授 

6 理事 岡本 浩 東京電⼒パワーグリッド株式会
社 取締役・副社⻑執⾏役員 

7 理事 ⿅⼦⽊ 宏明 横河電機株式会社

執⾏役 デジタルソリューシ
ョン統括本部デジタル戦略
本部⻑  

8 理事 ⽊⾕ 昭博 マツダ株式会社 常務執⾏役員兼CIO、業務
イノベーション担当

9 理事 久間  和⽣ 国⽴研究開発法⼈ 農業・⾷品産
業技術総合研究機構 理事⻑ 

10 理事 ⿑藤 裕 独⽴⾏政法⼈情報処理推進機構
(IPA)  

理事⻑ 兼 デジタルアーキテ
クチャ・デザインセンター
⻑

11 理事 島⽥ 太郎 株式会 社東芝 代表取締役 社⻑執⾏役員 
CEO

12 理事 服部 正太 株式会社 構造計画研究所ホール
ディングス 

取締役 代表執⾏役 

1 監事 舩橋 誠壽 特定⾮営利活動法⼈ 横断型基幹
科学技術研究団体連合 （元）理事 

２ 監事 新⾕ 勝利 早稲田大学 招聘研究員
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2025年度 SIC定時社員総会（2026年3月6日）

【普通決議事項：第２号議案】：2025年度事業報告、および、同決算書の承認の件 

定款第４０条にもとづき、2025年度の事業報告に関わる事項、および、決算の報告に対

し、2025年度監査報告にもとづき、承認を求める。 

添付資料： 

2a) 2025年度事業報告

2b) 2025年度 決 算 書  
2c) 決算報告書(貸借対照表) 
2d) 決算報告書(正味財産計算書) 

2e) 決算報告書(附属明細書) 

2f) 2025年度監査報告書

---------------------------------------------------------------------------------------------------- 
2a) 2025年度事業報告 

2025年度SIC活動報告 
2026.3.6 

1. 活動の概況

2025年度は、SICは設立後７年目にあたり、３年ごとに制定しているSIC中期計画の第３次

計画を制定した。議案書末尾にSIC第３次中期計画の概要を付す。 

第３次中期計画では、システム化の目指すものを問い、「卓越システム」の構築の推進を

通して人中心社会の豊かさを協創する「システム4.0」を提唱した。また、データ共有による 

「システム産業」の創出と活性化を促すことで、豊かな社会の協創に向かう活動の推進を目

標に据えている。 

この第３次中期計画に基づく本年度の活動の特記事項としては、主要なイベントとして、

上記の人中心社会の豊かな社会を“つながり”によって協創していくことをテーマに、「第

２回システム人交流会」、「SICシンポジウム2025」、「第３回SIC経営者研修講座」を、対

面、および、一部オンライン併用にて開催したことにある。いずれも盛況で、好評を得てお

り、次年度からのSICの活動における、主要な指針を得ている。 

第2回システム人交流会は、SICが主催する各種研修講座を受講した「システム人」が企業

の枠を超えてモチベーションを共有するとともに、参加者同士の人的チャネルの構築も図る

場として「豊かな社会を協創するシステムへ」を標題として開催され、SICの活動の中でのシ

ステム人への期待、システム人にとってはそのポテンシャルをどう生かしていくかについて

意見交換を行った。

SICシンポジウム2025では、３年間にわたりほとんどの会員企業からの参画を得て、6つの

分野を対象とした戦略提言活動について、すべての分野の提言策定が出揃ったことを受け、

このSIC戦略提言活動の成果の公表を行い、それに基づき今の日本にどのようなシステムを構

築すべきか、日本のシステム構造をどのように作りあげていくべきかを議論した。SIC戦略提

言については、全体をまとめた冊子を7月に発行し、また、シンポジウムでの本提言活動に関

するパネルディスカッションの記録も、冊子として10月に発行した。 

第３回SIC経営者研修講座では、「“閉じる”から“つなぐ”へ：データ戦略が変える競争

優位の本質」と題し、SIC理事を中心としたパネル講演とディスカッションを行った。 

定常活動としては、2024年度定時社員総会を本年3月14日に、また、第１回理事会を同日に

開催し、活動計画、予算、役員の陣容等が承認され、2025年度の活動を本格化し、12月17日

の第2回理事会において、締めくくりの総括を行った。 

その他、SIC会員へのシステム化に関する啓蒙を図る「SICフォーラム」を、今年度は７回

開催し、AI、量子などの最先端技術の産業化に向けた取り組みや、持続可能性と価値創造の
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ためのシステム基盤などについての講演を行った。 

一方で、人材育成協議会の開催が年度当初に困難な状況にあったため、人材育成のための

研修講座の計画の調整が整わず、開催が見送られた。計画を引継ぎ、次年度に複数の研修講

座の開設を図ることとした。また、新しい分科会の設立が延び延びになってしまっている。

実行委員会にて内容を詰めており、2025年度での立ち上げを計画している。 

以下に、それぞれの活動ごとに、詳細を記す。 

 

2. 実行委員会の活動 

SIC実行委員会は、下記の日程で毎月1回、計12回を開催した(1～11月はオンラインで、12

月は対面にて開催）。各回とも20人近い委員の参加により活発な議論を行った。 

 1月21日、2月18日、3月18日、4月22日、5月20日、6月24日、7月22日、 

8月26日、9月16日、10月14日、11月18日、12月16日 

実行委員会では、分科会や戦略提言等の活動の状況について委員間で状況を共有し、その

成果の生かし方について検討を行うとともに、SICフォーラム、研修講座、戦略提言シンポジ

ウム等のイベントの企画についても継続的に議論を行った。特に、AI関連での新しい分科会

の設立に向けて、現状の分析を交えて検討をした。また、中期と期末にはSIC事務局から予算

の執行状況と執行予定を報告するとともに、活動計画の遂行に向けての議論を行った。 

実行委員会での議事については、開催日の翌月に発行のSICニュースレターにて、毎回の報

告を掲載している。 

 

3. 分科会の活動 

「システムオブシステムズ分科会」は、人を要素として取り込んだ多階層のシステムのモ

デル化や将来像を題材に、SoSの考え方について議論を深め、2024年度末に報告書をまとめて

いる。その活動成果報告会を、2月27日に開催した。CPHS（Cyber Physical Human System）

のアーキテクチャーの提唱と、EVドライバー行動変容システム、航空管制システムなどの事

例をもとに、「人間中心のシステム設計」の重要性が強調された。 

AIや量子技術などの先端システム技術に関連した、新しい分科会の設立を実行委員会等で

模索した。2026年度の主要計画の一つとされた。 

 

4. 人材育成協議会の活動 

前記のように、人材育成のための研修講座の計画について、学術協議会特別講義の連続開

催を企画したが、その実現の調整が整わず、今年度は開講が見送られた。計画を引継ぎ、

2026年度に、その他の企画も含めて複数の研修講座の開設を図ることとした。 

 

5. 戦略委員会の活動 

1月20日に委員会を開催し、SIC 第３次中期計画策定、2025年度のSICの活動の基本方針策

定について協議をした。 

SICの第３次中期（2025年から3カ年）計画の柱として、社会を豊かにするシステム作りを

目指すという提案があり、議論を重ね、中期計画案を策定した。この中期計画に沿って、

2025年度のSICの活動を進めることとした。 

一方、３年間にわたりほとんどの会員企業からの参画を得て、活動を展開してきたSIC戦略

提言活動にて、（１）ヘルスケア、（２）エネルギー、（３）ロジスティックス、（４）金

融、 （５）科学技術、（６）防災・レジリエンスの、6つの分野を対象とした提言策定が出

揃った。これを受け、日本にどのようなシステムを構築すべきか、日本のシステム構造をど

のように作りあげていくべきかを、策定した戦略提言を公表し、それに基づいて議論をする

シンポジウムの開催を決めた。 

この戦略提言シンポジウムでは、６分野の戦略提言を軸に、その根底にある日本の産業構

造システム的課題を全体から見直して行くとし、開催実行WGからのシンポジウムのタイト

ル、スローガンの提案と、2025年半ばに開催するという計画を了承した。 
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6. SICフォーラム 

以下の７回の開催をおこなった。 

・第1回（3月28日） 岡田俊輔氏 （株式会社東芝） 

【タイトル】「量子技術の産業化に向けた取り組み（日本の現状と可能性）」  

【参加者数】７８名 

 ・第2回（4月16日） 古関 隆章氏 （東京大学大学院） 

  【タイトル】「人口減少期の日本における持続可能な公共交通自動化技術」 

  【参加者数】４４名 

 ・第3回（6月4日） 鹿子木宏明氏 （横河電機株式会社） 

  【タイトル】「AI ファースト・マニュファクチャリング」 

  【参加者数】７１名 

 ・第４回（7月3日） 橘高康朗氏 （アメリス株式会社） 

  【タイトル】「日本のホワイトカラー産業へのAIエージェント導入の可能性と課題」 

  【参加者数】６４名 

 ・第５回（8月27日） 木谷昭博氏 （マツダ株式会社） 

  【タイトル】「人とITの共創による価値創造」 

  【参加者数】４３名 

 ・第6回（11月27日） 高林 幹夫氏 （三菱電機株式会社） 

  【タイトル】「顧客との共創によるイノベーションを実現するシステム基盤」 

  【参加者数】４０名 

 ・第７回（12月17日） 藤井 享氏 （豊橋技術科学大学総合教育院） 

  【タイトル】「マーケティング5.0（デジタルネイティブ）の時代における製造DXの課題

とは」 

  【参加者数】３９名 

 いずれも、SICニュースレターにてルポと共に開催報告を掲載している。 

 

7. 主要イベントの開催 

 前述のように、本年度は、主要なイベントとして、第2回SIC「システム人交流会」（6月21

日、参加者26名）、「SICシンポジウム2025 日本をシステムから考える」（9月9日、参加者

49名）、「第3回SIC経営者研修講座」（11月11日、参加者70名）を開催した。 

 システム人交流会については、SICニュースレターVol.7.7（25年7月発行）に、SICシンポ

ジウム2025については、同Vol.7.10（25年10月発行）に、第3回SIC経営者研修講座について

は、同Vol.7.12（25年12月発行）に、開催報告を掲載している。SICニュースレターでのそれ

ぞれの開催報告の一部を、議案書末尾に付録として掲載する。 

 

8. 広報活動 

「SICニュースレター」を毎月発行。各号では、SICの活動状況報告とともに、以下に示す

ように有識者の方々に貴重な論説や寄稿を執筆頂いている。 

・69号：【SIC戦略提言要約シリーズⅣ】「ロジスティックス」サブワーキンググループ戦

略提言   

    「ロジスティックス分野におけるシステム設計の提案」 

・70号：【論説】「DX 時代の倫理と可能性～人間と技術が共創する未来のために～」 

    学習院大学名誉教授  遠藤 薫氏 

・71号：2024年度SIC社員総会(2025年3月14日開催)報告 

【SIC戦略提言要約シリーズⅤ 】「金融」サブワーキンググループ戦略提言 

「マイナンバー及びマイナンバー制度の利活用推進に向けた提言」 

・72号：【技術紹介 】「国際電気のデジタルソリューションに向けた取り組み」  

         株式会社国際電気  廣岡慎一郎 氏 

・73号：【寄稿】「ロボットとシステム」                    

    大阪工業大学 ロボティクス＆デザイン工学部 大須賀 公一 氏 
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・74号：【エッセイ 】Unity 3.0：エネルギーと情報をつなぐ新文明論 ―システム思考

とワット・ビット連携にもとづくイチゴ大福的宇宙仮説―  

      東京電力パワーグリッド株式会社 取締役副社長執行役員  岡本浩氏 

・75号：【SIC戦略提言要約シリーズⅥ 】「防災・レジリエンス」サブワーキンググルー

プ戦略提言―  

「『自助・共助・公助』を支える自律分散型の防災アーキテクチャー設計の提案」 

・76号：【技術紹介】「原子力防災と避難シミュレーション 」 

株式会社構造計画研究所   米山  照彦氏、ほか 

・77号：【寄稿】「グローバル先進工場との比較による日本の製造 DX の現状と課題」             

豊橋技術科学大学総合教育院 教授 藤井 享 氏 

・78号：【寄稿】「人材多様化時代を生きる個人」 

    法政大学 キャリアデザイン学部 教授 武石 恵美子氏 

・79号：【寄稿】「カーボンニュートラルに向けた大阪ガスのメタネーション技術開発～

大阪・関西万博でのメタネーション実証を終えて～」  

大阪ガス株式会社  横山 晃太氏 

上記の論説・寄稿については、2025年度に執筆頂いた原稿をSICニュースレター「論説」集

（第６巻）としてまとめ、関係機関に配布した。 

この他の広報活動として、主に、非会員の一般向けとしてメールマガジン「SIC便り」を今

年度も継続して定期的に発行するとともに、SICの紹介パンフレットを作成して広く配布する

ことで新たな会員獲得に努めた。 

また、SNSを通じた広報活動にも、昨年度から力を入れることにし、YouTubeとホームペー

ジに、SICフォーラム、研修講座等の講演の記録画像の掲載を始めている。その他、

Facebook、XなどにもSIC主催イベントの案内などの掲載を行っている。 

 

9. 会員状況 

2025年12月末日現在の会員状況は以下のとおりである。 

(1)正会員 

21社 

(2)準会員 

4社（インキュベーション会員１、人財育成限定会員3） 

(3)学術会員  

49名 

(4)個人会員 

8名 

 

以上 
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2b) 
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2f) 会計監査報告 
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【報告事項：第3号議案】 2026年度事業計画及び予算の報告の件 

2026年度の事業計画及び予算について報告する。 

添付資料 

3a) 2026 年度事業計画  

3b) 2026 年度予算書   

------------------------------------------------------------------- 

3a) 2026 年度事業計画 

2026年度SIC活動計画 

SICは設立後７年を経過し、日本の産・官・学におけるシステム化を推進するための分析、

知見、外部発信を蓄積してきている。2026年度は、３年ごとに制定しているSIC中期計画の第

３次２年目にあたる。第３次中期計画では、「卓越システム」の構築の推進を通して人中心

社会の豊かさを協創する「システム4.0」を提唱し、また、データ共有による 「システム産

業」の創出と活性化を、豊かな社会の協創に向けて促す活動の推進を目標に据えている。そ

こで、具体的な活動では、システム4.0を包含するより大きな社会目標であるSociety5.0の実

現に向け、サイバーとフィジカルの融合化を推進することを念頭に置いて、外部の組織、団

体とも連携した活動の計画を進める。 

2025年度には、SIC戦略提言活動の成果の展開として、システムの「質」を重視した「社会

にとっての良いシステム」を再定義しつつ、卓越システムの構築普及を目指す、SICシンポジ

ウムの開催等を行った。2026年度も、この方針を継続して、さらに、実社会にて着地・実現

させる活動を集中的に行っていきたい。そこでの次年度の大きな方向性としては、戦略提言

を大きな流れにしていくことを柱に、提言に賛同する仲間作りをして、より実効性のある成

果を生み出していきたい。

また、同時に、これまでのSICフォーラム開催、ニュースレターの発刊、人財育成のための

各種講習会の開催などの活動を活性化すると同時に、SICフォーラム等の継続的に実施する事

業に加え、現在以上にSICの存在感を増すような外部発信を強化したい。 

これらの活動を通して、「ウラノス・エコシステム」の推進への関与を始めとして、SICの

活動の奥行きを深め、その目標の社会実現を具体的に図っていく道を探りたい。 

具体的には以下のような事業を想定して、上記の目標の実現に向けて、要点を絞って詳細

を検討する。まず、活動計画を７つの事業グループ化して実現性を整理する。 

活動計画の具体化（７事業グループ） 

１．戦略提言の外部連携化による、システム4.0（人中心システム）の普及 

２．データ共有基盤の整備と「システム産業」創出（OEPCとの連携） 

３．分科会の立ち上げ（AI等） 

４．システム人材育成講座 

５．SICフォーラム継続開催 

６．主要イベントの開催 

７．広報強化（NL・HP・SNS） 
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活動計画の具体化は次表のようにまとめられる。 

以下に、活動計画の具体化のための要点を述べる。 

1. 活動具体化の目的

-システム4.0の普及：人中心の豊かな社会を目指すシステム設計思想の普及。

-戦略提言の実装：6分野の提言を外部パートナーと連携して社会実装へ移行。

-外部発信と存在感向上：イベント・ニュースレター・研修等で認知と影響力を強化。

-システム人材の育成：システムアーキテクト等の育成プログラム整備。

-分科会設置：AI、量子技術、サーキュラーエコノミー等の分科会立ち上げ。

2. SICの主要施策としての事業の位置づけ

１． 第３次中期計画の具体的な前進を図る 

システム化は何のためかを問い、人を中心とした社会の豊かさを拡張する「システム

4.0」の普及を図り、各分野に普及・推進する。すなわち、システム4.0は、現在提唱さ

れているCPHS（Cyber Physical Human System）と相通じる等、その性格を具体化して、

普及・推進を提案する。 

２． SIC 戦略提言の展開 

６分野にわたるSIC戦略提言活動の成果について、それぞれの分野ごとに外部パートナ

ーとの連携を築くことで、その社会実装の進むことを図っていく。 

SIC単独では、それほど大きな組織ではないので、これを社会の流れにしていくために

は、同調者を増やしていく必要がある。戦略提言を策定したことで、単にシステム化を

提唱する以上の具体的なシステム化の方向性を得ていると考え、仲間作りを説教的に進

めていく。 

３． 友好団体・機関との協業・共同プロジェクトの推進 

上記２．の実現を軸として、OEPCとの連携、DADC、RRIとの３極での協働体制を構築す

る。一方で、その他の外部パートナーとの連携協定の拡大を図る。 

４． 分科会の立ち上げ計画を推進する 

AI、量子技術などの最先端情報技術が、システム構築の要件そのものを代えつつある

ことを、SICフォーラム、実行委員会等において採り上げ、AIが社会をどう変えていく

か、量子技術はどう応用できるか等々その動向を議論してきている。これらの主題を含

め、AIエージェント、サーキュラーエコノミー、その他のシステム応用に関する分科会
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の立ち上げを計画する。 

ただし、新たな分科会の立ち上げについては、これまではニーズ指向（会員企業が抱

える課題ベース）で分科会を企画してきたが、会員が抱える課題の多くは競争領域の課

題となりがちで、SICの検討テーマになりづらかった。次年度は、シーズ指向でテーマを

策定する方向で考えたい。 

５． 人財育成のための研修講座の開催 

SICの主要な柱の一つであるシステム人材の育成について、研修講座などの充実を図

る。特に、システムアーキテクト人材の育成を目指す研修講座の立ち上げを検討する。 

６． SIC フォーラムの継続的な開催 

SIC会員への最新技術動向の紹介・普及のため、年間に６～８回程度のSICフォーラムの

開催を計画する。 

７． 主要 SIC イベント（経営者研修講座、SIC シンポジウム、システム人交流会等）ととして、 

SIC会員が一堂に会し、SICの活動の存在感を実感しつつ、非会員にも広く開放するす

る主要なイベントを立案し、計画する。 

８． ニュースレター、ホームページ等を活用した広報の充実 

魅力あるニュースレターの継続的な発行、時機を得たホームページの編集、その他の

メディアを利用しての外部発信を含む広報活動を、継続的に充実させる。
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3b) 
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【議題４：協議事項】 SIC 戦略提言発出を含む対外活動活性化の件 
2026年度のSICの主要な活動となる「SIC戦略提言」の発出活動について報告、検討する。 

SIC戦略提言資料掲示ページ URL:  https://sysic.org/center_activity/3837.html 

-------------------------------------------------------- 
「ＳＩＣシンポジウム２０２５ 日本をシステムから考える」（2025.9.9 開催）において採

択された、「SICからのメッセージ」 

 なお、「卓越システム」は、SICにおいて以下のように定義されている。 
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（附） システムイノベーションセンター 現況  （2026年3月現在） 
 

a1) 会員の状況 
２０２６年３月１日の会員の状況は下記の通り。 

正会員 １７社 準会員 ４社  個人会員 ９名 学術会員 ４８名 

 

a2) 正会員 

NO SIC会員企業名 備 考 

1 ＳＣＳＫ株式会社  

2 ＮＴＴドコモソリューションズ株式会社  

3 株式会社ＮＴＴドコモ  

4 株式会社構造計画研究所  

5 株式会社国際電気  

6 株式会社ＪＳＯＬ  

7 株式会社東芝  

8 東京電力パワーグリッド株式会社  

9 日鉄ソリューションズ株式会社  

10 株式会社ニューチャーネットワークス  

11 株式会社野村総合研究所  

12 株式会社日立産業制御ソリューションズ  

13 株式会社日立システムズ  

14 株式会社日立製作所 研究開発グループ 

社会システムイノベーションセンタ 

 

15 マツダ株式会社  

16 横河電機株式会社  

17 ロジスティード株式会社  

   

   

1 電脳バンク株式会社 
インキュベーショ

ン会員 

2 NEXT WIND 合同会社 
インキュベーショ

ン会員 

3 アメリス株式会社 人財育成限定会員 

4 東京ガス株式会社 人財育成限定会員 

 
  

準会員 
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a3) 学術協議会 
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a4)  実行委員会委員名簿（2026 年度）

NO 委員区分 所属 氏名 会員種別 

1 実行委員長 元（独）情報処理推進機構 松本 隆明 SIC 理事 

2 実行委員 株式会社構造計画研究所 中野 一夫 正会員 

3 実行委員 株式会社野村総合研究所 藤野 直明 正会員 

4 実行委員 マツダ株式会社 折本 皇一郎 正会員 

5 実行委員(正) 株式会社東芝 田島 正憲 正会員 

6 実行委員(副) 株式会社東芝 小平 直朗 正会員 

7 実行委員 横河電機株式会社 牧野 泰丈 正会員 

8 実行委員(正) 日立製作所研究開発グループ 谷 繁幸 正会員 

9 実行委員(副) 日立製作所研究開発グループ 高橋 由泰 正会員 

10 実行委員(正) ロジスティード株式会社 櫻田 崇治 正会員 

11 実行委員(副) ロジスティード株式会社 徳永 直史 正会員 

12 実行委員 東京大学 青山 和浩 学術会員 

13 実行委員 千葉商科大学 寺野 隆雄 学術会員 

14 実行委員 東芝デジタルソリューションズ株式会社 大道 茂夫 個人会員 

15 実行委員 株式会社コマースロボティックス 吉武 宏昭 個人会員 

16 実行委員 電脳バンク株式会社 浦田 敏 準会員 

17 実行委員 (公社)日本工学会 高木 真人 個人会員 

18 実行委員 RRI アドバイザー 水上 潔 個人会員 

19 実行委員 SIC 事務局長 出口 光一郎 事務局員 

事務局 SIC 事務局次長 久保 忠伴 事務局員 
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【付録２】 

a5) SIC第3次(2025年度～2027年度)中期計画    
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「システム4.0」については、SICニュースレター vol.16.2 2024.12.3発行を参照。 
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